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［成果の内容］ 

 開発した強制通風筒「NIAES-09 型」（図 1）は、建築用の大量生産資材を活用した、低

コストながらも卓越した性能をもつ強制通風筒です。主要部は既製の資材をほぼそのまま

組み立てた簡易な構造ですので、容易に自作できるうえ、仕上がりも均質です。温度セン

サ格納部は、強制吸排気（FF）式給湯器の吸排気管として用いられるステンレス二重管の

内筒に塩ビ管（ライト管）を挿入した構造になっており、温度センサはライト管内に吊り

下げています。温度センサ格納部の上部には汲取式トイレ用換気扇を取付け、温度センサ

格納部下端から空気を吸引します。材料費は設置用金具を含めても 2 万円以下です。 
 気象庁で現在使用している強制通風筒（JMA-95 型）と NIAES-09 型とを比較*すると、

両者の観測値はよく一致しました（図 2 左）。日射が強いほど NIAES-09 型の観測値が

JMA-95 型よりも低くなる傾向が認められ、両者の差はおおよそ±0.2℃以内に収まりまし

た（図 2 右）。高温生育障害が特に問題となる盛夏期には 3MJ/(m2 h)程度の強い日射が観

測されますが、そのような条件でも NIAES-09 型は JMA-95 型と比較して遜色ない性能を

有していることがわかりました。 
 地球温暖化に関心が集まるなかで、農業生産現場において高温生育障害の現況を把握し、

農業試験場等がその対策技術の開発を進めるにあたっては、現場の気温を正確に把握する

ことが基礎となります。NIAES-09 型は、市販の温度センサ・ロガーと組み合わせること

により、精度の高い気温測定を安価に実現します。さらに、都市におけるヒートアイラン

ド現象の把握など、気温の正確な測定を必要とする農業以外の幅広い分野においても利用

が期待されます。 
 
*NIAES-09 型と JMA-95 型との性能比較試験は、気象庁観測部観測課気象測器検定試験センター

の協力により実施しました。 
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［背景と目的］ 

近年問題となっている夏季の異常高温による作物の生育障害の現況把握と対策を進め

るには、圃場の気温を正確に測定する必要があります。自然通風に依存した百葉箱など

では、弱風下で強い日射を受けると気温が実際より高めに観測される傾向があるため、

強制通風筒の使用が不可欠です。しかし、市販の強制通風筒は 1 台数十万円程度と高価

なため利用が限られている一方、自作する場合には測定精度を確保できる構造の検討

や、製作の容易さ、仕上がりの均質性が課題でした。 

［要約］ 

気温の測定において、強制通風筒は日射や風雨の影響を低減するために必須の補助装置

です。この強制通風筒について、既製の大量生産資材を組み合わせることで、低コスト

ながら卓越した性能を備えた装置を開発しました。簡易な構造のため自作も可能です。

低コストで高精度の気温測定を可能にする強制通風筒 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ NIAES-09 型強制通風筒の外観と構造 

1: 吸気口 

2: ステンレス二重管（φ110×φ75×300mm 直管） 

3: 塩ビ管(VU 管)およびソケット(呼び径 100mm) 

4: トイレ用換気扇 (風量 100m3/h 程度) 

5: 排気口 

6: BS/CS アンテナ用 L 字型固定金具 

7: フェンス用アンテナマスト固定金具 

 

ステンレス二重管(2)の内筒に水道管用発泡ポリエチレ

ン保温チューブ（外径 69mm、10mm 厚、背割り品）を介

して塩ビ管（ライト管、外径 53mm、1mm 厚）が挿入され

ており、そのライト管内に温度センサが格納されていま

す。吸気口(1)から吸引された空気は吸気口から 10cm

の位置に取り付けられた温度センサを通過して排気口

(5)から排気されます。温度センサ付近の通風速度は

3.9m/s です。なお、換気扇(4)は交流 100V 仕様ですが、

市販のインバーターを併用することで直流 12V でも使

用できます。 
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図２ NIAES-09 型と JMA-95 型との比較試験の結果 

 

両強制通風筒の観測値はほぼ 1:1 線上に分布し、よく一致しています（左図）。日射が

強いほど NIAES-09 型の観測値が JMA-95 型よりも低くなる傾向が認められ、両者の差は

おおよそ±0.2℃以内に収まっています（右図）。 

※気温は気象測器検定試験センター露場（茨城県つくば市）において 2009/7/30～2009/10/12 に

測定した 10 秒値に基づく 10 分平均値（左図）または 1 時間平均値（右図）を使用。通風筒間の

距離は 8.7m。温度センサはいずれの通風筒にも JMA-95 型用の白金測温抵抗体（φ3.2mm）を使

用。全天日射量は隣接する高層気象台における直近の 1 時間積算値。
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